






















る。配布数 700 枚，有効回答数は 603 枚，男性














他の２か所：40 枚ずつ，計 410 枚であり，回収
数 275 のうち有効回答数は 267 枚（65.1%），男

















































計が，前期 44%，後期 51％，85 歳以上 46％で


























また，10 人以上を雇用する事業者 (1995 年改正
















































・小国英夫 ( 研究代表者 )（2012）『日本 ･ 韓国・
台湾における社会的介護システムとインフォー
マル・ケアに関する比較研究～東北アジア儒教
文化圏・感じ文化圏における介護文化の現実』
関西福祉大学・地域社会福祉大学研究所
・後藤澄江・小松理佐子・野口定久編集（2011）『家
族／コミュニティの変貌と福祉社会の開発』中
央法規
・武永親雄（1973）「日本における老人の自殺と
その特質」塚本哲著『老人社会福祉』ミネルヴァ
書房 86-87 頁
社会教育活動「子どもと自然とのかかわり」に参加する子どもの保護者の
育児観の変化および大学生の「子どもが自然とのかかわることへの捉え方」
の変化に関する一考察
子ども学科　　松永　静子
発達臨床学科　佐久間　路子
　発達臨床学科　金子　尚弘
研究の目的
　本研究の目的の一つ目は，自然と関る活動に参
加する子どもの保護者からみた，子どもの変化や
保護者自身の視点の変化について，二つ目は，子
どもの自然体験活動に，ボランティアとして参加
する学生の子どもの変化に対する考えや，学生自
身の自然に対する捉え方の変化を調査し，それら
を分析し，自然体験活動に参加する意義を考察す
ることである。方法はひの社会教育センターの「森
のようちえん」および「ポケット」（小学校 1 年
～ 6 年の子どもを対象にした自然体験活動）に
参加している子どもの保護者や，ボランティアと
して参加している学生を対象にアンケート調査を
行った。調査時期が年度末の時期となり，低い回
答率であったため，特に２については今後追加調
査を行い結果をまとめていきたいと考えている。
報告
１．保護者の変化
1) 対象者
　幼児や小学生を対象とした自然体験活動に参加
している保護者 60 名に，郵送でアンケートを配
布し，16 名から回答を得た（回収率 27％）。
2) 調査内容
　フェイスシートでは，回答者の属性，子どもの
年齢，性別，参加回数，活動を知った経緯を尋ね
た。続いて，自然体験活動への参加による意識の
変化について，①親からみた子どもの変化，②親
自身の「子どもを捉える視点」の変化，③親自身
の「子どもと自然との関わり」についての考え方
報
　　
告
